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9 【施工における　課題・問題点　等】

1.　本工事の施工範囲は広範囲かつ立木や過年度工事における伐採木の集積物等が遮蔽物になり、視認

　性が非常に悪く、測量業務における作業効率の大幅な低下が懸念された。

2.　本工事の工事終点側の既存工事用道路(坂路)直下の地盤も中層混合処理の対象範囲であり、工事

 　用道路の撤去・再設置を行うこととなったが、この工事用道路を通行しないと早稲田地区における　

　発注済み工事業者の車両通行ができない状況であった。早急に復旧を行うにはICT土工を活用し、生

　産性を高めて作業を行う必要があったが、作業箇所が杉林に隣接しているため衛星の受信状態が非常

　に不安定な状態であった。

10 【実　施　内　容】

1.　基地局が無くても高精度な観測を行うことができるVRS方式によるGNSS測量機を用いた測量を実施。

2.　通常、測量機として使用される杭ナビをバックホウと併用することで、ICT施工が可能になる

　「杭ナビショベル」を用いて工事用道路復旧（路体盛土）を行った。

11 【実　施　結　果】

1.　立木や集積物等のある状態においても、基準点の視準を要しないGNSSローバーを用いた測量を行う

　ことで時間短縮及び省力化による作業の効率を向上させることができた。

2.　「杭ナビショベル」を活用することで、低コストかつ省人化を図ることができ、衛星の受信状態に

　より作業進捗が左右されないため、迅速に作業を行うことができた。

　　また、従来のICT施工における衛星受信状態による掘削誤差を無くし、作業精度の向上を図ること

　ができた。

　　今後の事業においても、林等の遮蔽物によるGNSSの受信状態が良くない条件下でであることが予想

　されるため、当該技術は十分に効果が期待できる。　
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【実　施　内　容　等】

GNSSローバーを用いた測量
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